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第28回中学生広場「私の思い2025」守山大会が、令和７年７月12日（土)守山市民ホールで開催されました。

大会運営に携わっていただいた中学生広場実行委員をはじめ、開催にあたりご支援ご協力をいただいた皆さま

に厚く御礼申し上げます。

この大会は、中学生が自分の夢や希望、学校や家庭・社会に対してどのような思いや願いを持っているのか

などを発表するものです。発表される中学生の純粋な考えや思いを、家庭や教育関係者、地域の大人がしっか

りと受け止めて、中学生への理解を深め、健全な成長を支える機会になるように取り組んでいます。

今年度は市内の中学校６校より、およそ3,514名の生徒が自分の思いや考えを文章につづり、学級や学校、

またこの大会において、将来の夢や希望、社会への提言など語り、聞き合うことによってお互いの思いの理解

を深められる発表となりました。

意見発表では、各学校の学年代表者計18名から自分の生き方や夢、命の大切さ、経験による考え、弱者の立

場に立ってなど、現代の社会に目を向けている中学生の率直な思いを聞かせていただき、とても頼もしく感じ

たと同時に、考えさせられる機会となりました。

活動発表においては、守山北中学校の「誰もが楽しく通える北中にするために」と立命館守山中学校・高等学

校の中学の部から「波乱と革命の一年」と題して、生徒会活動や学校での様子を交えて学校紹介をしていただき

ました。

 この記録集は、18名の意見発表作文と中学生実行委員たちの取り組みや当日の活動内容などをまとめたも

のです。一人でも多くの方にお読みいただき、中学生に対する理解を深めていただくとともに、熱い思いを受

け取っていただければと思います。

運営にあたっては中学生広場実行委員の皆さんが力を合わせて取り組んでいただきました。

当市民会議では、これからも「地域の子どもは、地域で育てる」を合言葉に青少年が心身ともに健やかに育っ

ていける社会環境づくりを図ってまいります。今後とも市民の皆さまのご支援をよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご協力いただきました市内各中学校・高等学校の皆さん、ご指

導いただきました先生方、物心両面で支えていただきました近江守山ライオンズクラブ様、守山市ＰＴＡ連絡

協議会の皆さまに厚くお礼申し上げます。

は じ め に

令和 7 年 12 月

                                                                                         

                   　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　守山市青少年育成市民会議

                            　　　　　　  　  　　　　　　　　　　　会    長    　     山　本　繁　二
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立命館守山中学校　2年

　木　原　彩　絵

『無駄な時間は無駄じゃない』

　みなさんは何も考えずただぼーっとする時間を過
ごしたことはないでしょうか。動かず、声も出さず、
何も考えない無の状態。気付けばあっという間に時
間が経ち、時間を無駄にしてしまったと感じた経験
が多いと思います。みなさんも授業中、寝る前、勉
強中、お風呂など色々な場面で一日に一回はこの時
間を過ごしているのではないでしょうか。ですが、
大人たちからは「ぼーっとするな」「一秒一秒を大
切にしろ」とたくさん言われてきましたよね。私た
ちは普段この時間を無駄な時間として捉えていま
す。そして、「無駄な時間」は悪いものとして認識
し、過ごした後に罪悪感を覚えてしまいます。しか
し、私は「無駄な時間」と言っているぼーっとする
時間は人生を楽しく生きるためにはむしろ大切な時
間なのではないのかと考えています。
　そこで私はぼーっとする時間は本当に悪い時間な
のか調べてみることにしました。ぼーっとする時間
は脳のデフォルトモードネットワーク DMN が活
性化され、新しいアイデアのひらめきや、創造性を
高めるとても重要な時間となるそうです。例えば美
術の時間。何かアイデアを出して制作してください
と課題が出されますよね。私たちはその際、何かい
いデザインはないだろうか、と必死に考えます。し
かし、考えようとすればするほどアイデアは生まれ
ないばかり。ですが、アイデアを出そうとなんて考
えていない、ぼーっとしている時間に急にアイデア
が降りてくる。こんな体験をしたことはないでしょ
うか。何もしない時間を設けることで、普段とは違
う物事を考える余裕が生まれ、思考の柔軟性が高ま
ります。また、この時間では脳がリラックスセロト
ニンという幸せホルモンが分泌されストレス軽減の

効果が期待できます。ぼーっとしている時の謎の幸
福感の原因はここにあったんですね。さらにぼーっ
とする時間で活性化する DMN には短期記憶を長
期記憶に変換する役割も担っており、ぼーっとして
いる時間は記憶の整理に役立ちます。時間が貴重で
勉強に取り組まなければいけないテスト期間こそこ
のような時間を取り入れてみることで休息にもな
り、結果にもつながるのではないかと思います。
　私もぼーっとする時間に最初はすごく罪悪感を感
じていました。ですが、最近は一日に数分、積極的
に取り入れるようにしています。例えば寝る前、私
はなかなか寝付けない体質なのですが一度起き上が
り、ぼーっと一点を見つめているとだんだんと眠く
なりすぐに眠りに落ちれるという経験がよくありま
す。また、ぼーっとする時間を多くとった期間のほ
うが落ち着いて行動でき、課題や勉強が効率よく進
行できるということに気付きました。先ほど話した
効果がしっかりと表われていますよね。
　毎日学校だけでも忙しく過ごし、一日の中でたく
さんの情報を得る私たちの生活にはこのぼーっとす
る時間、一息する時間が必要不可欠です。一見、無
駄な時間に見えるからと悪い時間と捉えるのではな
く、この時間は脳を休ませ、落ち着きを取り戻し、
整理する、大事な大事な時間なのです。いわゆる、「無
駄な時間」は無駄じゃないのです。大人になればさ
らに忙しくなる現代社会で、子供である今のうちか
ら楽しく、有意義な人生を過ごすため、無駄ではな
い、むしろ大切なぼーっとする時間を積極的に取り
入れていきましょう。
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　みなさんは手紙を書くことがありますか？また、
どんなことを思って書きますか。私は数年前から、
遠方に住む大伯父と大伯母にあてて、数か月に一回
ほどの頻度で手紙を書いています。大伯父と大伯母
には、コロナ禍により、直接会うことがほとんどで
きなくなってしまいました。元気で過ごしているか
心配で、どう連絡を取ればよいか迷っていると、母
や祖母が手紙を書くことをすすめてくれました。早
速、近況や、今考えていることを文字にしながら、
どんな返信が来るか楽しみにして手紙を書きまし
た。すると、二人からの返信には、今どう過ごして
いるかが書かれていました。そして、妹と仲良くね、
体を大事にしてね、とも添えられていました。
　二人との手紙のやりとりを通して、私は実際に体
験したことそのままを文字に起こすのは難しいた
め、丁寧に書くことが大切だということや、伝えた
いと思う気持ちが大切だということに気づきまし
た。丁寧に、体験したことや自分の思いを伝えるに
は言葉を選んで使う必要があるため、時間がかかり
ます。しかし、この時間こそが伝えたいと思う気持
ちであり、この時間や気持ちを大切にすることで自
分の思いが伝わったり、返信がきたときにあたたか
い気持ちになったりすると思います。
　同じように言葉を用いたコミュニケーションで
も、私は人と会話することが少し苦手です。文字に
して表すときにはうまく形にできる自分の考えや思
いが、話しているときにはうまくまとまらないよう
に感じるからです。考えや思いをまとめるのに時間
がかかったり、自分の考えが正しかったか不安に
なって、頭の中で何回も確認してしまったりしま
す。伝えたい思い、わかってほしい思いは言葉に一
番よく表れると思います。だからこそ、言葉遣いに
ついてはよく考えて、慎重になってしまいます。手
紙など、文字で思いを表すときには、相手の状況が

分からなかったり、身振り手振りで示すことができ
なかったりというデメリットがありますが、その分、
相手を想った適切な言葉遣いに気を付けることがで
きます。それに対し、声で表すときは、その場でい
ろいろな情報を付け足すことができるというメリッ
トがありますが、突発的に不適切な言葉遣いをして
しまうという点や、言葉選びを間違えてしまうとい
う点もあると思います。
　普段の自分の言葉遣いを振り返ってみてくださ
い。感情的になって、無意識に過激な言葉を発して
いませんか。相手を想って手紙を書くときには絶対
に使わないような口調になっていませんか。心当た
りがあるのなら、自分の考えや思いがどんな言葉な
ら伝わるか考えてみてください。もし感情的になっ
て過激な言葉を発しそうになってしまっても、この
心がけがあれば自分の考えや思いをしっかり伝えら
れると思います。
　言葉は、自分の考えや思いを伝えるために欠かせ
ないものだと思います。そして、よくも悪くも人を
動かすものだと思います。ある人の言葉がきっかけ
で、何かを成し遂げたり、喜びを感じたりすること
がある一方で、無意識に発せられたささいな言葉で
もわだかまりが残ったり、怖く感じたりして人を傷
つけることがあります。
　これから、いろいろな人と自分の考えや思いを交
流していくと思います。その中で、私は、自分の考
えや思いを伝えるために大切な言葉選びや言葉遣い
を忘れず、ずっと大切にできる人でありたいです。
文字で表すときも、声で表すときも、大伯父と大伯
母からもらったあたたかい気持ちを、誰かにつなげ
られる人でありたいと思います。

県立守山中学校　2年

　浦 山　莉 理 子

『思いや考えを伝えるときに』
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明富中学校　2年

　髙　岡　希　心

　「きこちゃん、生まれてきてくれてありがとう。」
これはばあちゃんがいつも私に言ってくれる言葉
だ。私のばあちゃんは毎朝四時に起き、朝から活動
的だ。読書から始まり、本から学んだことをノート
に書き留める。勉強熱心で一体、一年間で何冊のノー
トを使い切っているのだろう。家族思いで皆んなが
安心して食べられるための野菜作りやいつまでも元
気でいられるよう筋力アップのためのジム。料理も
得意でばあちゃんの料理は最高だ。また、地域の人
達の交流の場の「お茶の間サロン」を立ち上げ、ボ
ランティア活動をしている。
　そんないつも私に元気をくれるばあちゃんが体に
不調を訴えるようになった。大きな病院に行ってみ
ると、顕椎症脊髄症になっていることがわかった。
この症状は首の骨が変形し、脊髄を圧迫し、手足に
しびれや運動障害を引き起こす病気だ。加齢や物を
書くような下向きの作業で首に負担がかかる人にお
きやすい。ばあちゃんの首の神経が思った以上に狭
くなっており、もう少し気づくのが遅ければ、車イ
ス生活になってしまっていた。一日でも早くの手術
が必要だった。突然決まった手術だったが、ばあちゃ
んは「また、元気になれる。」と手術に前向きだった。
　七時間におよぶ大手術となった。手術後の様子を
母から聞いた。あんなに話すのが好きなばあちゃん
が一言、二言の言葉を発することが精一杯の状態
だったらしい。
　一週間後にお見舞いに行くことになった。母から
様子を聞いていた私は病室のドアの前で心配と不安
でドキドキしていた。いつものように「きこちゃん」
と明るく名前を呼んでくれると思っていたが、入院
中のばあちゃんは今までと全く違っていた。首を固
定する装具をつけ、自分の力では思うように動けな
い状態だった。不自由そうにしているばあちゃんを
見て私はショックを受けた。また、「ばあちゃん、
声が大きすぎ。」と注意するぐらいの大きな声で話
すと思っていたが、会話もあまりできなかった。い
つもばあちゃんとは握手をしてさよならをする。で
も、その日は手が不自由そうで握手すらできなかっ
た。後で母に聞くと、首には大切な神経が通ってい
て手術で神経が傷ついたせいで体に不自由が出てし
まったようだ。元気のないばあちゃんを見て、手術

しなくてもよかったんじゃないかと思った。
　それから一ヶ月の入院生活が続いた。私は学校で
なかなか病院に行けないので母から話を聞いてい
た。「この前と違って、歩く練習が始まって、ご飯
も自分で食べられるまでになってたよ。」私はとて
もほっとした。
　私が二回目のお見舞いに行ったとき、一回目より
明るく接してくれた。別れ際の握手の力はいつもの
三割ほどの力だった。手術前の握手は手の骨が折れ
るぐらいの力の強さで、「ばあちゃん、痛すぎ。」と
大笑いするのだ。三割ほどの力の握手をしたとき、
「きこちゃん、力入ってるか。」と聞かれた。「うん、
すごい力入ってるで！」とばあちゃんを励ますため
に大きな嘘をつくしかなかった。
　一ヶ月の入院生活を終え、ばあちゃんは退院し
た。首にはまだ固定する装具をつけているにもかか
わらず、家に帰るとばあちゃんはスケジュール帳を
広げ、次の「お茶の間サロン」の内容を考え始めて
いた。人に喜んでもらえることがばあちゃんの幸せ
である。私は日頃から自分のことしか考えられない
ことがある。ばあちゃんの人のために尽くすところ
を見習いたい。
　今のばあちゃんは運転もできるようになり、飛び
回って、76歳とは思えないほどエネルギッシュだ。
でも、まだ力仕事はできない。そのためにゴールデ
ンウィークに皆んなで毎年恒例の田植えした。田ん
ぼいっぱいにばあちゃんの大きな声が響きわたって
いた。私はその声に元気をもらい、皆んなは笑顔で
作業をした。ゴールデンウィークに会ったときの握
手の力は７割だった。もちろん私は「すごい、力入っ
てるで！。」と小さな嘘をついた。
　今でもリハビリを頑張っているばあちゃん。
ひょっとしたら、ばあちゃんの握力は完全には戻
らないかもしれない。でも、ばあちゃんの手から受
け取る温かさとパワーは私の心にずっと残る。ばあ
ちゃんとの握手は私にとっての宝物だ。きっとこれ
から先も私を支えてくれるだろう。ばあちゃんのよ
うに、強くて優しくて、まっすぐに生きる人になり
たい。ばあちゃんとの握手が、今も私の背中を押し
てくれている。

『ばあちゃんとの握手』
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守山北中学校　2年

　當　川　陽　哉

　私は不満を抱いている。それは自分の大好きな地
元・守山市の自然や地域のあり方に関わる大人たち
に対してである。
　自分の住む地域は、守山市の中でも特に自然が多
く、四季折々の美しさに恵まれている。春には野洲
川の土手に桜が咲き、夏には蛍やセミなど、たくさ
んの生き物が姿を見せる。秋には田んぼの稲が黄金
色に染まり、満月と重なればまるで絵のような風景
が広がる。冬には雪が積もり、いつもの景色が白く
輝く幻想的な世界へと変わる。こうした自然に囲ま
れた地域に住んでいることを、私は誇りに思ってい
る。
　しかし、ある日その自然が失われるかもしれない
と聞いた。母から「家の前の畑に工場が建つかもし
れない」と知らされ、強いショックを受けた。突然
のことで、何も言葉が出てこなかった。母は「毎日
あんなにきれいな夕日が見えるのに……」と悔しそ
うに話し、まったく同じ気持ちだった。この地域で
は、子ども会の活動で米作り体験や蛍の放流といっ
た自然とふれあう行事が行われてきた。だからこそ、

「自然を守ろう」と言っていたはずの大人たちが、
なぜその自然を壊そうとするのか、納得できなかっ
た。心の中で「おかしい」と思いながらも、何もで
きない自分がいた。
　その後、土地の調査をする作業員の姿を何度も見
かけるようになり、胸の中のモヤモヤは日々大きく
なっていった。そして、「工場建設の説明会」の案
内が配られたとき、ようやく気持ちを伝えるチャン
スが来たような気がして、少し安心した。しかし、
説明会が終わっても計画は止まらなかった。地域の
大人たちの中には「仕方がない」「地域の発展のため」
と受け入れる人もいたが、自分の中の違和感は消え
なかった。
　この出来事を通して、自分はある大切なことに気

づいた。理想を口にするだけでは、何も変わらない。
誰かに任せていては、望む未来はやってこない。「自
然を守りたい」と思うなら、自分がまず動かなけれ
ばならないということに気づいた。
　とはいえ、今の自分はまだ何も行動を起こしてい
ない。どう声を上げればよいのか、意見をどう伝え
ればよいのか分からず、不安や迷いばかりが先に
立ってしまう。「何も変わらなかったらどうしよう」

「子どもの意見なんて聞いてもらえないかもしれな
い」といった思いが心のどこかにあり、勇気が出な
いままでいる。
　しかし、行動しなかったことで感じた後悔は、今
でも心に残っている。そして、「自分の思いを伝え
ることの大切さ」は確実に心の中に根づいてきた。
今はまだ声を上げる勇気はないが、これからは少し
ずつでも、自分にできることを見つけていきたいと
思う。
　たとえば、友達に地域の自然について話してみる。
学校の授業で意見を発表してみる。そうした小さな
一歩が、自分を変え、周りを動かす力になるかもし
れない。
　私は不満を抱いている。それは行動できなかった
私自身に不満を抱いている。行動せずに、他人任せ
でいた自分に不満を抱いている。だから私は変わり
たい。「誰かがやってくれる」と考えるのではなく、

「自分が動く」と意識すること。それこそが、未来
を守る第一歩である。これからの自分は、行動する
ことを恐れず、自分の思いを少しずつ形にしていけ
る人間でありたい。

『私が抱いた不満と決意』
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守山南中学校　2年

　宮 本　柚 之 介

『伝統を受け継ぐ』

　「オイサー、オイサー、オイサー、オイサー、オ
イサー、オイサー」
　松明組のかけ声が町内に鳴り響く。鎌倉時代から
約八百年続く、近江の奇祭、「勝部の火祭り」だ。毎年、
一月の第二土曜日に勝部神社で開催される。
　私は小学校 1 年生の頃に、お稚児さんで春祭りに
参加して、松明祭のことを知った。入ったきっかけ
は、家に提灯持ちの案内が来たことだった。はじめ
は、特に何も考えずに参加した提灯持ちだったが、
本祭で松明組の人たちが太鼓を運んでいる様子や、
大蛇のように燃え盛る炎を目のあたりにすると、圧
倒され、さらに興味を持った。そして、私もこの歴
史ある祭りに関わりたいと思い入団を決めた。
　いざ、松明組に入ると、驚くことがたくさんあっ
た。私が提灯持ちのころは本祭の前夜にある清め式
と、本祭しか参加していなかったから、準備にとて
も時間がかかることを全く知らなかった。例えば、
火を燃やすときに使う菜種は三月に種をまき、夏に
干して、一年間かけて用意する。それと一緒にあわ
せる木や、竹は金勝の山に切り出しに行く。大蛇に
見立てた松明は、重さ四百キログラム、長さは６メー
トルにもなる。そのため、たくさんの人の力と時間
が必要なのだ。
　このような準備を経て、いよいよ松明祭に入る。
まずは団にわかれて太鼓を担ぎ、「オイサーオイ
サー」と叫びながら、町内を練り歩く。２，3 時間
ほどたつと、すべての団が勝部神社に集まり、そこ
で二十歳になる組員が十二基の巨大な松明に火を灯
す。太鼓と鐘が打ち鳴らされる中、ふんどし姿の若
者たちが、無病息災を祈る「ごうよ」、「ひょうよ」
の掛け声とともに、走り回る。その迫力はとてつも
ないもので、私もみんなと火の粉が激しく舞う中を、
掛け声がなんなのかわからなくなるくらいに叫び、
かけまわった。

　伝統あるこの祭りは地域や、多くの人の支えに
よって成り立っている。しかし、近年は担い手が減っ
てきており、伝統の継承が難しくなってきている。
もともと勝部地区の人しか入ることのできなかった
松明組だったが、梅田地区の人や、市外、県外から
参加する人も増えてきた。また、勝部地域にもたく
さんの菜種畑があったので、神社の近くで菜種を栽
培できたが、近年の宅地開発による畑の減少から、
最近ではピエリの近くまで行って菜種を栽培してい
る。
　私は担い手が減ってきているのは、松明組の具体
的な活動などを知らない人が多いため、八百年続く
勝部の伝統を継承したい、受け継いでいきたいとい
う人が少なくなってきているからだと考える。
　私が入るきっかけとなった春祭りのお稚児さんや
火祭りの提灯持ちも参加する人が年々少なくなって
きているそうだが、参加しても松明組に継続して入
る人はさらに少ない。
　松明組は年代の幅がとても広く十三歳から三十四
歳まで入ることができる。これほど広い年代の人た
ちとかかわることができるのは地域に根ざした伝統
行事だからなのではないだろうか。
　祭りに参加してみて、知ったことがたくさんあっ
た。地域の人たちの支えがあって、この祭りは八百
年間続いている。伝統ある祭りのある地域の一人と
して、責任をもち、伝統を継承していきたい。私は
提灯持ちに参加してくれた小学生に積極的に松明組
の具体的な活動などを話していったり、この作文を
聞いたり読んだりして、まだ松明組のことを知らな
い同年代の人たちに松明組のことを少しでも知って
もらいたい。そして一緒に活動していきたい。
　待っているだけでは機会は与えてもらえない。先
輩方が守って来られたこの祭りを今度は自分の手で
つないでいきたい。
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　私は、母においしいご飯を作ってもらい、それを
食べながら、家族でバラエティー番組を見て笑い合
う毎日が本当に幸せだと思っています。そして、そ
んな日々が当たり前だと思っていました。けれど、
あるニュースをきっかけに、その「当たり前」は実
はとても貴重で、なくてはならないものだと気付か
されました。
　それは、中学１年生の３月のことでした。朝食を
食べている時に、ふとテレビをつけると「子どもへ
の虐待、令和５年度は 22 万 5500 件、過去最多に」
という一文が流れてきました。児童相談所が対応し
た子どもへの虐待の件数は前の年度より 1 万件あま
り多くこれまでの集計では過去最多となったことが
わかった。という内容でした。そのテレビを一緒に
見ていた父はそのニュースをみたときに、「こうい
う虐待はなくならないね。悲しいな。りょうくんた
ちは今の家族に生まれて良かったな」と言っていま
した。私もある程度、虐待はダメなこと、悲しいこ
とだと知っていたので、父と同じ思いでした。
　朝食を食べ終わり、学校へ行くまで少し時間が
あったので、このニュースについてもう少し詳しく
調べてみることにしました。すると、虐待を受けて
いる児童生徒は約 82 人に 1 人とわかりました。意
外と少ない数なんだと最初私は思いました。なぜな
ら、「今は 2 人に 1 人ががんになる時代」と聞いた
ことがあって、その人数と比べたからです。けれど、
実際に 82 人に 1 人ということは、計算上は中学校
の３クラスに 1 人か２人はいるということになりま
す。そう考えると、とても悲しい思いをしている人
が近くにいるかもしれないということで、思ってい
るよりも身近な問題だと気づきました。その中の一
人でもそういう状況でなくなってほしいと思い、何
をどうしたら良いか私なりに考えてみることにしま
した。インターネットで調べてみると、虐待をする

理由には、１. 親のストレス・精神的問題。２. 親自
身が虐待を受けて育った。３. 育児や子どもの発達
に対する理解不足。４. しつけと虐待の区別ができ
ていない。５. 社会的孤立・支援の不足。６. 家庭内
のトラブルなど、という記事を見つけました。多く
の原因が考えられるのです。
　この中で私が今関われる改善策はあるのでしょう
か。子どもである私が他の家族の問題に積極的に口
を出すことは、かなり難しいですが、できることの
一つは友達の変化に気づけるようになることです。
私は、親しい友達であれば変化に気づけると思いま
す。だから、そのような友達をコミュニケーション
で増やしていけば良いと思います。
　では社会はどうなるべきでしょうか。今の令和の
時代は、そもそも人との直接的なコミュニケーショ
ンがどんどん少なくなっているので、ここをどう変
えていけばよいのか、私も答えは出ていません。今
は、暮らしが豊かになってきて、便利なものもたく
さんあって、でも「人」という漢字の成り立ちのよ
うに、ひとりの「人」がもう一人の「人」を支えて
いる、この本来の意味をもっと考えていくべきだと
思います。例えば、悩みを共有できる複数の家族が
つながる社会の仕組みを作ることで、一人で悩まず
に助けを求めることもできます。身近な自治会の活
動を工夫することでも、家族同士の関係が深まるか
もしれません。
　今、この社会には、虐待などで幸せでない家族が
います。そのような人たちの気軽に相談してもらえ
る仲間に私はなりたいし、社会がそうあってほしい
と思います。私が将来親になったときは、子どもに
幸せだと思ってもらえるように愛情をそそいでいき
たいです。そして、今のこの幸せな暮らしをかみし
めて生きていきたいです。

市立守山中学校　2年

　足 立　　涼

『当たり前じゃない幸せ』
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　チャリーン、コロコロ、ヒュー
　皆さんは溝にお金を落とした事がありますか。僕
はあります。それがよりによって最後の120円だっ
たのです。
　あの日僕は喉がカラカラで、自販機でジュースを
買おうとしていました。
　ところが、手がすべって硬貨が落ち、コロコロと
転がって側溝に吸い込まれてしまい自分への怒りで
涙が出そうになりました。それは子どもながらに感
じた小さな絶望でした。
　でも、そんな時に思い出すのは祖父の言葉です。
祖父は僕の人生に大切な、「三つの教え」を教えて
くれました。
　それは今でも僕の心の支えです。
　一つ目は、「失敗したら、まず解決策を考えるこ
と。」
　冒頭で述べたのは、小学校低学年の頃祖父と公園
に行った帰りの出来事でした。泣きそうになった僕
に、祖父は「泣いてもええ。でも探してみよう。」
と言ってくれました。
　二人で草をかきわけ、地面をつくばうように探す
と、百円玉と十円玉が見つかりました。
「失敗した時は反省より、これからどうするかを考
えるのが一番大事なんや。」
　祖父の言葉は今も僕の行動の基本です。サッカー
でミスをした時や、テストでうまくいかなかった時
も、落ち込むより次に、どう動くかを考えるように
しています。
　二つ目は、「小さな喜びも大切にすること」
　祖父は毎週日曜、新聞を読みながら 100 円を競
馬にかけるのが楽しみでした。
　ある日当たって「120 円になったぞ」と大喜びし
ているのを見て私は思わず笑ってしまいました。
「たった 20 円で、そんなうれしいの。」と聞くと、
祖父はにっこりして言いました。
　「小さな事にどれだけ本気で喜べる人間かが、一

番大事なんや。」それを聞いたとき、僕はハッとし
ました。僕はずっと、「もっとすごいこと」「もっと
大きな事」を求めていました。でも祖父は、日常の
小さな出来事にも心から喜んでいました。
　それ以来、僕は、どんなに小さな喜びも大切にす
るようになりました。この積み重ねが毎日を明るく
するのです。
　三つ目は、「死ぬ事以外かすり傷。」
　ある日、祖父の家で飼っていた犬が亡くなり、僕
は声をあげて泣きました。すると祖父は静かに言い
ました。「つらいな。でもな、死ぬ事以外かすり傷や。
生きていればなんとかなる。」その言葉は僕の心の
深い所にも届きました。さらに祖父は続けました。
「人生ってのはな、何かを失うもんやなくて、経験
を器につめていくもんなんや。失敗も、悲しみも、
喜びも、全部詰めて、自分だけの人生を作るんやで。」
　その日から僕は、失敗や悲しみも、人生の一部と
して受け入れられるようになりました。つらい時も
「これはかすり傷」と思うと、少し気持ちが軽くな
るのです。
　祖父から教わった三つの教え、
「失敗してもまず解決策を考えること」
「小さな喜びも大切にすること」
「死ぬ事以外かすり傷」
　これは僕が体験を通して学んだ、人生の大切な土
台です。
　祖父の言葉は、これからどんな困難が訪れても僕
の心の中で灯り続けるでしょう。
　人生は簡単な物では、ありません。
　でも、僕の祖父の教えを胸にこれからも前向きに
生きていきたいです。
　チャリーン、コロコロ、ヒュー
　みなさんも同じような立場になったら僕のおじい
ちゃんの言葉を思い出してはいかがでしょうか。

立命館守山中学校　1年

　上　田　結　翔

『おじいちゃんの三つの教え』
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県立守山中学校　1年

　髙　谷　美　穂

『日本の農業をより良くするには』

　「今日はお手伝い、ありがとうね。」
　ある五月の日曜日、私は祖父母の家へお手伝いを
しに行きました。私の祖父母は農家です。今の時期
はなすやトマト、スナップエンドウなど、様々な野
菜を栽培しています。この日は、私の大好物である
スナップエンドウの収穫をお手伝いしに行きまし
た。
　この日の仕事内容は、祖母と畑へ行ってスナップ
エンドウを収穫し、祖母の家に帰ってから袋詰めを
することでした。「なんだ、簡単そう。」と初めは思っ
ていましたが、初心者の私には上手くいかないこと
がたくさんありました。　
　まず一つ目は、収穫できるサイズのスナップエン
ドウかどうか、見極めることです。収穫しても良い
のは、ある程度成長して大きくなったスナップエン
ドウだけだと、祖母は言いました。小さいスナップ
エンドウは、時間がたつと大きくなるので、それま
では待つ必要があります。収穫できるサイズかどう
か見極めるのが意外に難しく、「農家さんはこんな
に細かいところまで集中して作業していたんだ。」
とおどろきました。
　二つ目は、販売してもよいスナップエンドウかど
うか、判断することです。祖父母が作る野菜は、地
元の「おうみんち」というお店の店頭に並びます。
お客さんに買ってもらうスナップエンドウに、傷や
汚れがあってはいけません。傷がついていないか、
虫に食べられていないかなど、様々なポイントから
販売できるかどうかを見極めます。もちろん、一つ
一つです。この作業には長い時間がかかるので、集
中力を保つのが大変でした。
　最後の袋詰めでは、よりきれいに見える袋の詰め
方など、細かいところまで教わりました。きれいに
袋に詰めたら、量りで重さを量ります。祖母のスナッ
プエンドウは、240 グラムで 200 円です。ぴった

りにならないときは、240 グラムよりも少し多めに
入れます。きれいに袋に詰めるのが難しかったけれ
ど、自分が心をこめて詰めたスナップエンドウを誰
かが手に取ってくれるところを想像すると、自然と
うれしくなりました。
　お手伝いを終えて帰るときになると、お手伝いを
する前よりも温かい気持ちになっていました。
　今、日本の農業は大きな問題を抱えています。後
継者不足です。今、日本で農業をしている人の約７
割が 65 歳以上だと言われています。若者が農業を
仕事として選ばない理由の多くは、農業に対して良
いイメージを持っていないからだと思います。大変
そう、危険そう、面白くなさそうなどといった印象
を持つ人も多いのではないのでしょうか。私も、祖
父母の家へお手伝いに行くまではそう思っていまし
た。
　しかし、実際に祖父母の家へお手伝いに行ってみ
ると、考えは変わりました。確かに、農業は大変で
す。暑い日も寒い日も外で働かなくてはならないし、
どろで汚れることもあります。祖父母に聞いたとこ
ろ、せっかく真心込めて作っても、台風によって今
まで作ってきたものが全て売れなくなってしまった
こともあるそうです。私の祖父母は、そういった大
変なことがあっても、自分たちで作った野菜でお客
さんに喜んでもらうことをやりがいに感じて、農業
をしていると言っていました。この話を実際に聞い
て、私は、祖父母に尊敬の念を抱きました。
　農業は、人の喜びや笑顔が深く関わった、すばら
しい職業です。もしよければ、実際に農業を体験し
てみてください。実際にやってみないと分からない
こともあります。皆さんが知らない農業の魅力に、
出会えるかもしれません。日本の農業をより良くす
るには、私達子どもが意識を変えていくことが必要
です。
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　私は、学校の総合の学習の時間に「あだ名に潜む
もの」という題材で人を大切にするとはどういうこ
とかについて学習しました。このお話は、小学校の
ころに仲良しだった A 君、B 君、ぼくが久しぶり
に一緒に下校していた時の出来事について書かれた
お話です。A 君は人の特徴をとらえ、あだ名をつけ
るのがとても得意な子で、A 君がつけたあだ名で
いつもＢ君とぼくは笑っていました。けれどぼくは
突然ある日、笑えなくなりました。そしてなぜぼく
が笑えなくなったのかについて学級で話し合いまし
た。
　学級では班で話し合ったり、発表した人の話を聞
いたりして考えを深め合いました。私の考えは、ぼ
くがあだ名をつけられている人の気持ちがわかるよ
うになったからだと思いました。学級の人の意見や
考えを聞き、答えは決して一つではないと改めて感
じました。そして、授業の最後に一枚のプリントが
配られました。それは、国語の時間に名前の大切さ
について学習した、ある中学生が書いた作文でした。
そこには、その人の名前の由来などが書かれていま
した。私は自分の名前の由来についてあまり知りま
せんでした。そして、急に自分の名前の由来が気に
なり、家に帰って母に聞いてみました。母は、

「聖那は漢字の画数などで考えて決めたよ。」
といいました。私はこの時、両親たちが真剣に考え
てくれていたんだと思い、とてもうれしかったです。
次の日、学校で友達の名前の由来について聞いてみ
ました。すると、「こんな子に育ってほしい」と親
が思い、つけた名前が多く、私たちはたくさんの期
待や希望を背負い、生まれてきたのだと思いました。
私の名前は越智聖那です。親からの最初のプレゼン

トであるこの名前に使われている漢字にも、私の誕
生を心から喜んでくれた親たちの深い愛がこもって
いると思っています。聖那の聖には知徳にすぐれ、
尊敬される人という意味を持っていて、聖那の那に
は美しいや豊か、ゆったりとしているという意味が
あると調べて分かりました。
　私のことを思い、一生懸命考えてくれたんだと思
い、とてもうれしいです。この時から自分の名前を
今まで以上に大切にしようと思いました。名前はこ
の世に生まれての一番最初の親からの贈り物なのだ
からあだ名のように、それをけがすようなことは絶
対にいけないと思っています。相手に許可を得てい
るのであれば良いですが、中にはあだ名をつけられ
て悲しんでいる人もいます。自分には名前があるの
にと思って。ですが、あだ名は必ずしも悪いことで
はありません。しかし、それについてからかったり、
相手が傷ついてしまうような行動を取ってしまうと
あだ名は「いじめ」ともなります。みなさんはどう
ですか。あだ名で相手を傷つけていませんか。私は
自分の名前を大切にしてほしいと思っています。私
たちが生まれてきた時には両親や祖父、祖母たちは
どんなに喜んでくれたでしょう。そして私たちにプ
レゼントをしてくれました。それは「名前」です。
親たちはたくさんの方法を使って決めてくれたと思
います。どんな方法であろうと一生懸命に。だから
私は自分の名前がたとえ気に入らなくても大切にし
てほしいです。一番最初の贈り物だから。

明富中学校　1年

　越　智　聖　那

『一番最初の贈り物』
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守山北中学校　1年

　小 和 田　紗 希

　もし、あなたの友達が確証のないうわさを流され
ていたら、あなたはどうしますか？　否定する？　
本人に聞いてみる？　そのうわさを鵜呑みにして、
他の人に伝える？　情報は、よく考えて扱わないと
相手を傷つけてしまう可能性があります。あなたは
よく考えて情報を扱うことができていますか？　私
は、情報を扱うとき、どんなことに気をつけたらよ
いのかを、今一度考えてみたいと思います。
　ある芸能人が問題を起こし、インターネットでは
みんながその人をブーイング。しかしその情報はデ
マだと分かり、みんなは手のひらを返した。
私はこのことを聞いたとき、ものすごく腹が立ちま
した。匿名なのをいいことにその人を罵ることもで
すが、何よりも本当かどうかもあやしい情報を鵜呑
みにして、人を傷つけていることが許せませんでし
た。だから私は、インターネットで情報を発信でき
るようになっても、正しいかどうかも分からない情
報を鵜呑みにせず、本当かどうかをちゃんと見極め
ることが大切であると思いました。
　これまでインターネット上の話をしていました
が、自分がいつでも自由に使えるインターネット
端末をまだ持っていない人もいるでしょう。しか
し、インターネット上でなくても情報の扱いには気
をつけなければいけません。初めにみなさんに聞い
た、あなたの友達が確証もないうわさを流されてい
たら？　という質問、実は私に実際あったことなん
です。私はうわさを流されている側でした。そのと
き、ある一人の友達がキッパリと否定してくれたん
です。そこからは流されていたうわさについて何か
を聞くことや、私をそのことで悪く言う人はいなく
なりました。友達が否定してくれたことを知ったの

はその後でした。だから否定してくれた時、友達の
そばにはいなかったけれど、うわさに惑わされず
に、キッパリと否定してくれたことが何よりもうれ
しかったです。私は、もし友達が事実無根のうわさ
を流されていても、うわさを否定してくれた友達を
見習って行動しよう、と強く心に誓いました。
　このように、インターネット上や現実世界に関係
なく、情報を扱う際は気をつけなければならないこ
とがたくさんあります。その中でも、私がみなさん
にしてほしいことは、情報を見極めようとすること、
そして無意識のうちに確証のない情報を広めないよ
うにすることです。話しているだけでもうわさは広
がっていくことがあるし、広がっていくにつれ、ど
んどん事実からかけはなれていってしまいます。
　友達との会話、新聞やテレビのニュース、イン
ターネットなど、今、この世の中には情報を得る手
段がたくさんあります。しかし、世の中にあふれて
いる情報は、はたして全てを信じてもよいのでしょ
うか。決して疑心暗鬼になる必要はありません。た
だ、少しでも情報を見極めようとする意識を持って
ほしいです。うわさを友達に話しただけなのに。イ
ンターネットでちょっとしたことを書いただけなの
に。そうやって誤った情報や偏見が広まってしまう
ことで、誰かを傷つけてしまうかもしれません。だ
からこそ、その情報が正しいかどうかをしっかりと
見極め、慎重に扱うことが大切だと考えます。情報
を正しく扱える人であふれ、情報によって傷つく人
がいない世の中になりますように。

『情報を正しく扱うには』
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『なぜぼくらは勉強するのか』
守山南中学校　1年

　原　井　創　梧

　4 月 8 日、入学式の日。たくさんの教科書がくば
られた。教科書をかばんの中に入れるとき、ずっし
りとした教科書の重みを感じた。ふと、ぼく達は一
年間でこれほどの量を勉強するのかと思った。なぜ
ぼくらはこれほど幅広く勉強する必要があるのだろ
うか。
　勉強する理由がまったくわからないわけではな
い。例えば、成績アップ。これを望まない人はほと
んどいないだろう。ぼく達中学生には高校入試があ
る。志望校に合格するという目標に向かって日々勉
強している。おそらく、高校入試が終わったあとも、
大学入試や就職のために、勉強することだろう。こ
のように目標を達成するためや、夢を実現させるた
めにぼく達は勉強している。
　だが、それらの目標を達成することができたら、
もう勉強する意味はなくなるのだろうか。ぼくは、
そうではないと思う。人それぞれだとは思うが、ぼ
くは知らないことを知るということが勉強だと考え
ているからだ。ぼくは、本を読むことが好きだ。小
さい時は魚が好きで、魚の名前や生息地だけでな
く、歯が一生なんどでも生えかわるサメのようなユ
ニークな特徴なども本を通してくわしく知ることが
できた。学校で習う社会や数学とはまた違うが、新
しいことを知るという意味では、これも立派な勉強
だと思う。なにより、魚について調べることは楽し
かった。これはぼくだけではないと思っている。こ
の間、学校だよりで、校長先生が「北代色（きただ
いいろ）」さんの手紙を紹介してくださった。北代
さんは貧困のため学校に通えなかったが、60 歳を
過ぎてから「識字学級」に通い文字の読み書きがで
きるようになったそうだ。そして文字が読めるよう
になり、喜びを感じた。ぼくは北代さんの手紙を読
み、勉強というのは物の見方を変える大きな力があ
ると感じた。

　では、社会に出ている大人たちは勉強していない
のだろうか。ぼくはそうではないと思う。例えば図
書館に行くと、たくさんの学生達の中に一人や二人
じゃない大人を見かけたことがある。つまり、社会
人になっても勉強する大人はいる。学生じゃなくて
も、学ぼうと思うといくらでも学ぶことができる。
さらに、自動車の免許や、何かの資格を取る時にも
大人は勉強することだろう。
　ぼくは、大人になっても勉強をし続ける大人で
ありたい。ほめられるために勉強するのではなく、

「もっと知りたい」という興味や「これはどうなの
だろうか。」という疑問をもったり、わくわくした
りすることで自然と楽しく勉強できるとぼくは考え
ている。学生の時は、「このテスト。友達に負けた
くない！」という思いや、「家の人に言われたし勉
強するか。」という理由でも勉強できるかもしれな
い。だが、興味や疑問をもって自然と勉強に取り組
むということが勉強を楽しむことの一番の近道だと
ぼくは考えている。
　それなら、勉強を楽しむってどうすればよいのだ
ろうか。「自分が好きな物をうまくつかう。」という
のがポイントだと思う。例を挙げると、音楽が好き
な人はユーチューブや、ボーカロイドの CD など
で覚えてみるのもよいと思う。他にも、まん画が好
きな人は学習まん画で、歴史を学ぶのもよいだろう。
ぼくは、日本地図パズルをよくしていた。ぜひみな
さんも自分の好きな物を関連して、探してみてはど
うだろう？
　ぼくは将来、大人になっても勉強し続ける大人に
なりたいと思っている。そのためにも、学生のうち
からたくさん勉強しておきたい。勉強には未来を変
えることができる力があるとぼくは信じている。
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　私は春休みに、八十年以上前に起こった、日本の
負の歴史である戦争のことと、今私たちが暮らせて
いるこの環境のことへの関係について気になり、鹿
児島県へ研修をしに行きました。その研修で感じた
こと、実際に見て分かったことへの私の思いについ
て紹介します。
　まず、鹿児島の知覧町にある、知覧特攻平和会館
に行きました。知覧特攻平和会館には戦争の中でも
特攻という攻撃で亡くなってしまった人たちその名
も特別攻撃隊の人たちの顔写真や、その当時着てい
た服、愛用していた文ぼう具、特攻をする前の素直
な気持ちをそのまま紙に書きとめたり、今まで自分
を育ててくれた親や、家族へ向けた、手紙、遺書な
どがたくさん飾られていました。この中でも特に印
象に残っていることが二つあるので二つ紹介しま
す。
　一つ目は、亡くなってしまった人たちの顔写真に
ついてです。顔写真を見てみると、みんな、とても
いきいきしていて、朗らかな笑顔をしていました。
さらにその人たちの説明のらんには、今の高校生と
世代の変わらない十九才の方も亡くなってしまった
と書かれており、私はすごく衝撃を受けました。
　約八十年前の日本で私と年齢や世代がそんなに変
わらない若者たちがお国のために自ら特攻を決意
し、命を落としていってしまったという事実があっ
たことを知りました。
　今の私は、友達と遊んだり、買い物に出かけたり、
家族と話して笑い合ったりする日常を当たり前のよ
うに過ごしています。しかし、戦時中の日本は、食
べ物もなく、空襲によって多くの人が炎に閉じこめ
られて、大きなケガをおったり、亡くなったり、毎

日を生きる、毎日を生き抜くことだけで精一杯の時
代だったことを知りました。
　さらに、戦争の中でも特攻隊の人達だけでも命を
落とされた人々は数多くいます。それにも関わらず
よく会話の中で「死」という言葉を使ってしまうこ
とがあります。今の時代は人が死んでしまう所を実
際に自分の目でみたことがない人が多く、軽い気持
ちで、「死」という言葉を扱ってしまいます。例え
ば「暑くて死にそう」や「笑い過ぎて死ぬ」など冗
談で死という言葉を言ってしまったり、言われたり
したこともあります。しかし、この研修をおえて、
どんなに腹が立ったり、冗談の度が過ぎてしまうこ
とがあったりしても絶対に「死」という言葉を使わ
ないと決めました。
　二つ目は、遺書についてです。鹿児島県の研修で
は、遺書のことについても学びました。遺書には、「天
皇陛下万歳」といった言葉が記されており、特攻を
しに行くことへの、「死」を喜んで受け入れている
のかのように感じられる内容もありました。私達と
同じぐらいの年代の、若者達が、特攻をしに行き、
死ぬという覚悟をもって、このような遺書を書いて
いたことを知り、とてもつらく、悲しく、やるせな
い気持ちになりました。
　このように、私は鹿児島での研修を通して多くの
ことを知り、感じることができました。さらに、こ
の経験を忘れず、戦争の悲惨さや、平和の尊さを語
りついでいく、そして、将来は戦争のない、平和な
世の中を築いていく、このことが、世界が平和であ
りつづけるために私達がしていかなければならない
ことだと私は思います。

市立守山中学校　１年

　大　藪　一　花

『世界が平和でありつづけるために』
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　世の中にはたくさんの矛盾が存在します。
　私は 14年間生きてきた中で、そうした矛盾にた
びたび疑問を感じてきました。
　例えば、疑問を持つこと。疑問を持ちなさいと言
われる一方、質問をしすぎると『空気が読めない』
と言われます。また、成績表には順位や偏差値が書
かれていますが、テストの順位は関係ないとも言わ
れます。個性は大事と言われながら、強すぎると『変
わっている』『自己中心的だ』と批判されます。
　「個性」と「周囲からの評価」の矛盾に、私自身
も向き合ったことがあります。幼い頃友達に「あの
子って自己中だよね。」と囁かれたことがありまし
た。「自己中」という言葉を知らなかった私はそれ
を虫の名前だと思い込み、家に帰って図鑑で調べま
した。しかし載っていなかったので「きっと珍しい
虫なんだ」と思っていたのです。やがて小学生にな
り「自己中」の本当の意味を知った時、私はショッ
クを受けました。それ以来「個性的」という言葉や
目立つ行動に疑問を持つようになっていったので
す。
　けれど、私の周りにいる先生方は私たちの個性を
大切にし、その良さを引き出してくださる方ばかり
です。そんな先生方のおかげで、個性は嫌われるも
のではなく活かし方次第で誰かを笑顔にできる……
そう気づきました。
　このように個性を大切にする事は理想ですが、時
に周囲との衝突を生むこともあります。
　私は自分や友達だけでなく、他の人が感じる世の
中の矛盾にも興味が湧き、お世話になっている習字
教室でアンケートをとってみました。ポチッと押す
と完了、といった簡単なものではなく「あなたが感
じる世の中の矛盾について教えてください」と書い
たものを壁に貼っただけだったのですが、多くの回
答がありました。ここでは集まった意見の中から、
印象的だった三つの意見を紹介します。
　一つ目は、イベントの企画などでは自由な発想が

求められるのに、いざ提案すると「前例がないから」
と却下されてしまうという意見です。挑戦には失敗
のリスクがあるからこそ、避けられてしまうのかも
しれません。
　二つ目は、個性や自分らしさを大切にしようとい
う風潮がある一方で、校則や目上の人の価値観に反
すると非難される点です。
　三つ目は「みんな仲良く平等に」が理想とされな
がらも、実際には見えないピラミッドのような階級
が存在しているという指摘です。学校生活はまさに
社会の縮図。そんな考え方が印象的でした。
　とはいえ、このような矛盾は本当に悪いものなの
でしょうか？校則は生徒が安全で快適に学校生活を
送るためのマナーですし、誰もが自分勝手に生活し
ていれば、学校は混乱してしまいます。順位や偏差
値がないと自分がどこの段階にいるのかわかりませ
ん。それを目標に頑張れる人もいます。
　この作文を書きながら、理不尽と思われている矛
盾の中にも、なくなったら困るものがあると言うこ
とに気づきました。そんな「ちぐはぐさ」こそ、人
間らしさを作っているのかもしれません。
　私たちの身の回りだけでなく世界にも矛盾は多く
存在します。例えば、貧困を無くそうと言われる一
方で富の偏りや飢えがあり、環境保護が叫ばれてい
ても森林伐採や海のごみ問題は続きます。人権尊重
が叫ばれていても差別や格差は残り、便利な技術の
裏でＳＮＳ誹謗中傷や孤独の問題が深刻化していま
す。
　世界はまるで継ぎ接ぎだらけの布のように、ちぐ
はぐです。でも、だからこそ私たちは目の前の矛盾
に気づき、考え、向き合っていくことが大切なので
はないでしょうか。変だと思う矛盾には疑問を持ち、
素敵だと思える矛盾は大切にする。そんな視点を忘
れずに、矛盾と向き合える大人になりたいと思いま
す。

立命館守山中学校　３年

　山　田　捺　琴

『ちぐはぐな世界で』
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県立守山中学校　３年

　大　森　結　芽

　私には春から養護学校に通う中学一年生の弟がい
ます。弟は赤ちゃんの時から入退院をくり返してい
て、車いすを使い、医療的ケアを受けています。障
がいを持つ弟の姉である私は「きょうだい児」と呼
ばれるそうです。弟は小学校卒業までの六年間、私
と同じ地域小学校に通い、特別支援学級で毎日を過
ごしました。両親は、弟が私や近所の子どもたちと
一緒に過ごしてほしいと思い地域小を選びましたが、
中学は勉強が難しくなるため養護学校になりました。
小学校のとき、初めて弟のことを見た友達には

「あの子が結芽ちゃんの弟？」
と少し驚いたように言われたことがありました。し
かし当時は学校に弟が居るということが日常で、私
が説明をしなくても自然とわかってもらえると思っ
ている部分がありました。
　現在私は、学校に弟が居ない生活をしています。
友達との間では時々

「私には弟が二人いて４年生と６年生で…」
「この前、妹が…」
と兄弟の話になることがあります。そんな友達の話
を聞きながら、私は弟のことはあまり詳しく話さな
いでおこうと思っていました。中学校生活で自分か
ら弟の話をしたことは一度もありません。言う必要
がない、言うタイミングがない、今まで私の中では
それで片づけていました。でもよく考えてみれば、
弟のことを全く知らない人たちにうまく説明できる
自信がない、言ったところで変な気を遣わせてしま
うかもしれない、とどこかで思っている自分に気が
付きました。私が弟の話をしたら、楽しい雰囲気が
重くなってしまうかもしれない、これから兄弟の話
をしづらくさせてしまうかもしれない、そう思うと
余計に言い出せず、友達に話を振られても曖昧にし

か返事ができませんでした。私は弟のことを話さな
かったのではなく、話せなかったのだなと思います。
　今まで友達に弟のことをうまく話せなかった私で
すが、決して弟のことを隠そうと思っていたわけで
はありません。話せない反面、みんなに知ってほし
いなという気持ちもありました。一度知ってさえも
らえれば私も話せるのになと思っていました。しか
しこれまでの私は、自分から伝えるという経験をあ
まりしたことがなかったので、もし理解してもらえ
なかった時に自分が傷つくのが怖くてその「一度」
を伝える勇気がありませんでした。相手から知って
もらえるのを待とう、とどこか他人任せな気持ちに
なってしまっていたのです。しかしふと気づきまし
た。この気持ちを知っているのは私だけかもしれな
い。そして、それを伝えられるのも私だけではない
だろうか。それが私の、彼の姉としての、役目なの
かもしれない、と。
　このスピーチが、私が中学校生活で弟のことと私
の胸の内を話す初めての機会となりました。色々な
家族の形があって、それぞれ思っていることがある。
私は、障がいを持つ弟の家族として、きょうだい児
として、弟のことを友達にどう伝えるかで悩んでい
たけれど、同じ境遇にいても私とは違った悩みや思
いを持っている人もいるかもしれない。私の思いは
私一人のものでしかないけれど、これを聞いた誰か
に、こんな人もいるんだ、こんな気持ちもあるんだ、
ということが届けば、障がいを持つ人とその家族が
自分たちのことをもっと当たり前に話せる社会に少
しでも近づくのではないでしょうか。だから私は、
これからは伝えることを恐れずに私の思いを話して
いきたいです。

『きょうだい児である私の思い』
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　私は、小さい頃から友達とゲームをしたり一人で
レベルを上げて、ボスを倒したりするゲームが好き
でした。ゲームをしていくにつれ、ゲームの自由さ
が人生の何でもできる自由さに似ていると考えるよ
うになりました。この考えから、私は人生というも
のを少し違った視点で考えるようになりました。今
から人生をゲームに例えて説明します。きっと人生
の面白さを伝えられると思います。
　まず、このゲームは最初すべてがランダムになっ
ています。顔、性別、生まれる場所、人種など普通
のゲームでは変えられるところを変えることができ
ません。ランダムで構成された自分の全てを精一杯
愛することが大切です。自分自身のことを分かるこ
とでこのゲームはより楽しくなります。次にこの
ゲームは普通のゲームと同じでレベルもあります。
自分の目に見えないだけで、知識、健康、人間関係、
精神状態などあげると、きりがないほどのレベルが
あります。それらのレベルを上げていくとこのゲー
ムはより豊かになり、より楽しくなります。ほかの
プレイヤーと一緒に切磋琢磨してレベルを上げるの
もいいし一人でこつこつとレベルを上げるのもいい
と思います。しかし、このゲームのプレイヤーは最
初から何かしらのレベルが上がっている場合があ
ります。それをこのゲームでは、〝才能〟と呼びま
す。もちろん、この才能もランダムですが、全プレ
イヤーに何かしらはあります。例えば、歌がとても
上手な人は、歌の才能があるといえるし、足が速い
人は俊足の才能があるといえます。もちろん、才能
があるといっても百パーセントのレベルの内のほん
の少ししか影響はないと思いますが、それでも多少
は人より優れているはずです。まだ才能が見つかっ
ていないプレイヤーも、いろいろなことを挑戦して
みるうちに、才能を見つける近道が見つかるかもし
れません。さらにこのゲームにはボス（敵）が出現
します。私たちに今最も近いボスは〝受験〟だと思
います。このボスはどこの高校に行くのか決めない

限りは絶対に出てきません。さらにこのボスは自分
の好きな時に、対戦できるのではなく定められた時
間制限があります。だから早めに行きたい高校を決
めて、ボスを出現させ、早めにレベルを上げ、余裕
をもってボスを倒せるようにしておくことが大切で
す。つまり、受験勉強に早めに取り組むことが大切
だということです。そして、このゲームの一番の醍
醐味は自由で何でもできるということです。例えば、
歌の才能があるなら努力を積み上げて歌手になれま
すし、知識レベルをたくさんあげて裕福に暮らした
り、体力をつけたり、運動レベルを上げてスポーツ
選手になり世界で活躍したりいろいろなことができ
ます。しかしこのゲームは危険もたくさんあります。
急に病気にかかり亡くなってしまったり、事故で亡
くなったりします。しかし、このゲームはやり直し
することはできないので楽しむと同時にいろんな危
険に注意していくことが必要です。そしてこのゲー
ムを自らやめてしまう人たちもいます。前年度は小・
中・高校生529人が自殺し、この人生をやめてしまっ
たそうです。そのほとんどの人がいじめなどの悩み
が原因だと聞きました。私は重い刑がないかぎりい
じめはなくならないと思っています。いじめる側に
は罪の意識が薄いからです。変えることのできる人
は、いじめられている被害者です。私はそういう人
に対して、もっと視野を広く見てほしいと思います。
今の人間関係レベルが最悪なら思いきって別のワー
ルドに行って、もう一度、一から人間関係を作り直
したらいいのではないかと思います。そうすること
で新しい世界が広がり人生がいかに神ゲー、つまり
最高のゲームか分かると思います。
　このように〝人生〟をゲームと考えるといろいろ
な考え方が増え楽しくなっていきます。一度しかプ
レイできないこのゲームをみなさんはどうやって攻
略していきますか？

明富中学校　３年

　瀨 川　凛 太 郎

『人生はゲーム』
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　私は「ありがとう」という言葉が好きです。たっ

た五文字で、人を元気づけて心を豊かにしてくれる

言葉はこれ以上ないと思います。

　私が小学生の頃、友達がハンカチをなくして困っ

ていたことがありました。私は「一緒に探すよ。」

と言い、探すのを手伝いました。昼休みには学校中、

放課後には通学路を探しました。しかし見つかりま

せんでした。私も疲れていたので「また明日探そう。」

と言いました。しかし友達は「私はもうちょっと探

すよ。るあはもう帰りな。一緒に探してくれてあり

がとう。」と言い、また探しはじめました。私は一瞬、

家に帰ろうとしましたが、なんだか放っておけない

と思い、振りかえりました。すると友達が涙を流し

ながら、必死に探していました。私は友達のところ

に行き、「ごめん。やっぱり私も手伝うよ。」と言っ

て、また一緒に探しはじめました。二十分ほどたっ

たころ、友達が「あった。」と言いました。私はす

ぐにかけよりました。道端の草むらの中に、ハンカ

チが落ちていました。私達は二人で大喜びしました。

すると友達が、「小さいころのことだから忘れてい

ると思うけれど、このハンカチは、るあがくれたん

だよ。私にとって友達がくれた初めての誕生日プレ

ゼントだったから、ものすごく困っていたんだ。一

緒に探してくれてありがとう。」と、満面の笑顔で

私に言いました。私は、友達が今までそのハンカチ

を大切に使っていてくれたことに、嬉しさを感じま

した。それと同時に、「ありがとう。」と言われるだ

けで、こんなにも温かい気持ちになるのだと実感し

ました。

　感謝の言葉「ありがとう」には、人を元気づけて

温かい気持ちにさせる不思議な力があるのだと、私

は思っています。実際に自分が、体験したように「あ

りがとう」はとても大切な言葉だと感じました。ま

た、自分もたくさんの感謝の気持ちを、「ありがとう」

という言葉で伝えていきたいです。

　私は、生まれてから両親をはじめ、何百、何千人

もの人にお世話になってきたのだと思います。そし

てこれからもたくさんの人に、支えられて生きてい

くと思います。私には助けてもらったときに、恥ず

かしくて友達や家族にも言わなかった、言えなかっ

た「ありがとう」がたくさんあります。しかし「あ

りがとう」を、声に出して伝えることの大切さを知っ

た今なら言えます。いつも私と仲良くしてくれて、

ありがとう。いつも塾の送り迎えをしてくれてあり

がとう。仕事で疲れているのに、おいしいご飯を作っ

てくれてありがとう。頑張っている部活を応援して

くれてありがとう。いつも当たり前だと感じていた

ことが、実は当たり前ではなかったと知ると、感謝

の気持ちがこみ上げてきます。「ありがとう」の力

は無限大です。この言葉を言うことで、未来が明る

くなると私は信じています。だからこそ、私は何度

でも言います。心を込めて「ありがとう。」

守山北中学校　３年

　三　舛　琉　有

『 ハ ン カ チ 』
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　私には、ずっと追い続けている夢があります。そ
れは「プロサッカー選手になること」です。この夢
を抱いたきっかけは、四歳のときにテレビで見た
サッカーワールドカップでした。本田圭佑選手が
ゴールを決めた瞬間、その姿がとてもかっこよくて、
私もいつかあんなふうになりたいと思ったのです。
　それから私はサッカーに夢中になり、小学一年生
から地域のスポーツ少年団に入りました。練習は楽
しいことばかりではありませんでしたが、夢を思い
出すたびに頑張ることができました。中学生になっ
てからは、もっと本気で夢を追いかけたいと思い、
県内のクラブチームに所属しました。プロサッカー
選手になるという夢は、決して簡単なものではあり
ません。自分よりも上手な人がたくさんいて、試合
で活躍することも簡単ではないと感じるようになり
ました。そこで私は夢を実現するためには何が足り
ないのかを真剣に考えました。その結果、自分がサッ
カーの練習にかけている時間が少ないことに気づい
たのです。そして、そのことに気づかせてくれたの
は、夢に向かって毎日努力を重ねている兄の姿でし
た。兄が目標に向かって努力している姿を見て、私
も本気で自分の夢と向き合おうと思えるようになり
ました。
　私の兄は、小学二年生のときにサッカーを始め、
私と同じ地域のスポーツ少年団に入りました。小学
校卒業後はクラブチームに所属し、高校ではサッ
カーの強豪校である草津東高校に進学しました。し
かしある日、兄が高校一年生のときに突然「サッカー
を辞める。」と言い出したのです。私はとても驚き
ました。そして、寂しい気持ちになりました。いつ
も一緒に「プロサッカー選手になろう」と話してい
た兄が、どうして辞めるのか。その理由は、兄の口
から語られました。「医者になりたい。」そう兄は言

いました。兄が医者を目指すきっかけとなったのは、
公園で起きたある出来事からでした。兄が親友とバ
スケットボールをしていたとき、親友が転んで後頭
部を強く打ち、意識を失ったのです。兄はすぐに救
急車を呼びました。救急隊員の方達は到着すると、
すぐに処置を始め、親友の命を救うために必死に対
応していました。その姿を見て、兄は「自分も人を
助ける仕事に就きたい」と強く思ったそうです。
　医者になるのは、誰にでも出来ることではありま
せん。医科大学に入って六年間学び、国家試験に合
格し、臨床実習を経てようやく医者として働けるよ
うになります。兄は、サッカーを辞めた後、その道
を本気で目指し始めました。高校三年生の冬、兄は
医学部を受験しましたが、結果は不合格でした。し
かし、兄は諦めませんでした。すぐに切り替え、も
う一度受験勉強を始めたのです。そして、翌年再び
共通テストを受け、医学部に合格しました。合格の
知らせを聞いたとき、私は兄と一緒に喜び合いまし
た。
　今、兄は医科大学で勉強しながら、大学サッカー
部に入り、大好きなサッカーを続けています。
　兄の生き方を見て、夢を変えることは決して逃げ
ることではないことに気づきました。自分のやりた
いことに気づき、それに向かって努力を続ける姿は
とてもかっこよく、私にとってのあこがれです。「夢
を追い続けることの大切さ」と「努力することの意
味」を一番身近な兄の姿から学びました。これから
は、兄のように夢が変わっても、自信を持って、そ
の夢に向かって、努力を惜しまず、前に進んでいき
たいと思います。

守山南中学校　３年

　小　林　倖　人

『私に影響を与えてくれた人』
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　さて、あなたは正しい姿勢と聞いて思いあたる姿
はあるだろうか。例えば……三角座り。体育座りと
も言われるこの座り方は、私が小学生のころ、体育
の時間や学年集会でさせられていたもの。つまり、
私たちの日常に深くかかわっていたものだと言える
だろう。
　そんな三角座りだが、実は奴隷座りとも言われて
いる。海外では、この座り方はとても屈辱的である
とされている。別に私たち生徒が校長先生や他の先
生たちの奴隷だったと言いたいわけではないので、
そこは分かってほしい。話がそれてしまったが、三
角座りはなぜ奴隷座りと言われているのだろうか。
実は、三角座りは、座っているだけで身体に負担が
かかってしまう座り方だ。背中が丸まってしまうた
め、姿勢は悪くなり、腰痛に悩まされる。そして、
呼吸もしにくくなるという。なぜ、このような座り
方が義務教育でさせられていたのだろうか。一説に
よると、戦後、アメリカなどの戦勝国が、日本人を
弱体化させるために、GHQ……マッカーサーで有
名なあの機関が取り入れたそうだ。ちなみにこれは
あくまで都市伝説である。私は、この都市伝説を信
じて三角座りを批判しようとしているのではない。
もっと簡単に考えてみてほしい。三角座りで過ごし
ていると、しんどくなるのは私だけではないだろう。
先生の話が始まる前に、「正しい姿勢をしてくださ
い」と言われて、一斉に全員が背筋をのばすのがい
つもの風景だった。しんどくなるということは、そ
れは身体に負担がかかっているということになる。
しんどいなかで先生の話を集中して聞くことは、果
たしてできるのだろうか。私は、できないと思う。
そしてそもそも、三角座りというのは、姿勢が悪く
なる座り方だ。その座り方で、「正しい姿勢をしろ」
というのは、矛盾が生じているように思う。三角座
り自体、正しい姿勢ではないのだから。

　では、正しい姿勢とは一体何なのだろうか。例え
ば、正座。正座は足がしびれることを除いては、良
い座り方であると言える。背筋がのび、呼吸がしや
すいからだ。三角座りでのデメリットが全て解決さ
れた座り方だ。そして、あぐら。イメージは悪いが、
実は、もともとは精神統一や集中するのに使われる
座り方だ。そのため、本当は正しい姿勢である。時
間が流れていく中で、三角座りとあぐらのイメージ
が変化していったのではないかと思う。三角座りは
正しい姿勢で、あぐらは正しくない姿勢だと、どこ
かの機関にすり込まれたのかもしれない。私は、ま
ず、今持っている三角座りとあぐらのイメージを変
えていく必要があると考えている。
　これらのことから、三角座りというのは、人が人
にイメージを植えつけた結果、習慣化されてしまっ
たことだと言える。そんな三角座りだが、今は学校
で絶対にしなければならない、というふうにはなっ
ていない。しかし、無意識的に三角座りをしている
人はたくさんいる。これが、幼いころからされてき
た、イメージの植えつけによるものだということを
あなたは今知っただろう。イメージの植えつけとい
うのは、言いかえれば「偏見」だ。偏見と聞けば、
それはいけないことだと思うだろう。私たちの暮ら
しでは、そんな偏見が作り出したものにあふれてい
る。私も、誰かにイメージの植えつけをしているか
もしれない。あなたも誰かに、イメージの植えつけ
をしていないだろうか。「自分は間違ってない。だっ
てみんなそうしてるし。」なんて理由で、その考え
を誰かに植えつけていないだろうか。そんなあなた
も、実は、イメージを植えつけられた内の一人なの
だと、気づいてほしい。今、ここで。

市立守山中学校　３年

　植　木　帆　稀

『三角座りについて』
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講　　　評

　皆さんの発表から勉強をさせていただき、素晴らしいひとときでした。
　この意見発表の取り組みに関して、全ての中学生がそれぞれの学校で日頃感じているこ
とを書き綴るという経験をしています。いろんな社会問題に目を向け、家族との触れ合い、
友達とのやり取りを通してどうあるべきなのか、自分なりの考えをまとめていて、素晴ら
しい経験と内容に私自身も「そうなのか」と驚かされました。
　守山市は、青少年赤十字（JRC）発祥の地といわれ、その態度目標が「気づき、考え、
実行する」です。身近な地域の問題や行事、社会的な問題、歴史、また家族や友達とのや
り取りを通して「これってどうなんだろう？」と立ち止まりいろいろなことに気づき、そ
こに目を向けて書き綴っています。学校の勉強でも問題意識を持つことが出発点になって
いるように、文書の書き始めもその時に気づいたこと、家族から言われたときの言葉、自
分が思ったこと、その時の状況を思い出して書き出し、皆さんに問題、疑問を投げかけな
がら発表されていたことは素晴らしいと思います。
　文章を書くとき「起承転結」とか「序論、本論、結論」と構成を考えて書きます。「起承転結」
は難しいかもしれませんが、皆さんの発表は「序論、本論、結論」の序論で問題提起の仕
方が非常にうまいなと思いました。上手に問題を投げかけ、その時の言葉を引き出し皆さ
んに訴えかけていたことは素晴らしいと思います。
　そして本論で、本当に深く掘り下げて発表されていると思います。自分が思ったことを
さらに調べ、家族や友達から言われたことを自分なりに分析して「こう思います」とか「こ
うです」という柱立てをして発表をしていたと思います。このあたりが説得力を高める一
つのコツだと思います。さらにいろんなことを調べ、多面的に深く掘り下げていくと説得
力が増すと思いました。
　そして結論では、序論で最初に投げかけたことに対して、もっと深く考え、これからの
自分の生き方と関連付けて幅を広げてまとめることができるとさらに良いと思います。ま
た、結論で広げていくことで、それを実際実行するとなると非常に難しいことですが、そ
こをしっかりと着実に実行していくためには、どうすればいいのか。そのことについても
う少し向き合って結論で述べると、さらに説得力も増し素晴らしい弁論になる思います。
今後、気をつけて発表してほしいと思いました。
　最後に、発表をするとき、原稿をすべて覚える必要はありませんが、基本はしっかりと
相手（観客）を見て伝えることが必要だと思います。そして、問題提起をした後にしっか
りと間を置いて周りを見て、また原稿を見てしっかりと相手（観客）を見て発表をすると
相手（観客）に考えが伝わっていくと思いました。
　皆さん、素晴らしい発表でした。発表された皆さんは自信を持ってほしいと思います。
　ありがとうございました。

審査員長　
守山市教育委員会　教育長　辻本　長一
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審　査　員（順不同）
審査員長	 辻本　長一	 守山市教育委員会教育長

審査員	 竹中　　弘	 近江守山ライオンズクラブ会長

審査員	 樋口　直彦	 守山市 PTA 連絡協議会代表

審査員	 里内　　緑	 守山市教育委員会教育委員

審査員	 木村　　仁	 元小中学校長（国語科）

審査員	 藤澤三千代	 元小学校長

審査員	 山本　繁二	 守山市青少年育成市民会議会長

審査基準

１　内　　容
	 ・中学生らしい新鮮な発表であるか。
	 ・自らの意見、希望など、主旨がはっきりしているか。
	 ・発表内容が個人の体験にとどまらず、一般性、社会性があるか。
	 ・論旨が一貫しているか。

２　説　得　力
	 ・発表の内容が共感と感動を与えるか。
	 ・思いや考えに納得・賛同できるものであるか。
	 ・体験や経験で学んだことを、自分の生活に活かそうとしているか。

３　発表態度
	 ・読み上げるだけでなく、相手に伝えようとしている。
	 ・自分の思いを表現するための工夫をしている。
	 ・声、言葉は明瞭で聞きやすいか。
	 ・話しぶりに、熱意と迫力があるか。

審査決定
　滋賀県青少年育成県民会議主催「中学生広場「私の思い 2025」県広場へ推薦
する作品の選考も兼ねています。
優秀賞　6 名　（各学校より 1 名）   優良賞 12 名
優秀賞作品から最優秀賞 2 作品を決定し、本市代表として県広場へ推薦します。
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中学生広場実行委員　
役　職 氏　名 ふりがな 学　校 学年

実 行 委 員 長 陳　　成悦 （ ち ん　 な り よ し ） 立命館守山中学校 3 年

副実行委員長 高谷　　柚 （ た か や　 ゆ ず ） 守 山 北 中 学 校 2 年

実 行 委 員 髙橋　　綾 （ た か は し　 あ や ） 守 山 南 中 学 校 2 年
実 行 委 員 島内　花菜 （ し ま う ち　 か な ） 守 山 南 中 学 校 2 年

実 行 委 員 長尾　凌生 （ な が お　 り お ） 明 富 中 学 校 3 年
実 行 委 員 竹内　結生 （ た け う ち　 ゆ い ） 明 富 中 学 校 2 年

実 行 委 員 小濱　志織 （ お ば ま　 し お り ） 県立守山中学校 2 年
実 行 委 員 東倉ことね （とうくら　ことね） 県立守山中学校 1 年

実 行 委 員 松本　陽向 （まつもと　ひなた） 県立守山中学校 1 年

実 行 委 員 上之薗香帆 （うえのその　かほ） 立命館守山中学校 3 年

実 行 委 員 山本まおり （やまもと　まおり） 市立守山中学校 3 年
実 行 委 員 南川絢榎李 （みなみかわ　あかり） 市立守山中学校 3 年

　 審 査 員 吉見　玲伽 （ よ し み　 れ い か ） 市立守山中学校 3 年
　 審 査 員 瀬尾　柊哉 （ せ お　 し ゅ う や ） 守 山 北 中 学 校 3 年

　 審 査 員 大橋　将史 （おおはし　まさし） 明 富 中 学 校 3 年

　 審 査 員 西川　千尋 （にしかわ　ちひろ） 立命館守山中学校 3 年

　 審 査 員 灰谷　歩実 （はいたに　ふみの） 県立守山中学校 2 年

　 審 査 員 中井友里菜 （ な か い　 ゆ り な ） 守 山 南 中 学 校 2 年
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第 28 回中学生広場「私の思い 2025」守山大会　実行委員感想
実行委員をして《感　想》
○受付など今までしたことがなかったので、とても貴重な経験をしたと思います。また、私の
担当が審査員だったのですが、全くしたことがなかったので、違う学校の方と話し合いもし、
とても良い経験をになりました。

○最初は、しっかりと実行委員の仕事ができるのか不安でしたが、いざ始まると実行委員のメ
ンバーの人たちは皆優しく、本番では楽しみながら頑張ろうという気持ちで活動に臨むことが
出来ました。そして、普段学校では経験することができない活動ができたことを嬉しく思いま
す。やりがいもあり、自分自身の成長に繋がったように感じました。

○楽しかった。とてもいい経験になった。

○発表者の意見にはそれぞれ共感するものがあって、実行委員として聞けて良かったと思う。
また、他校の人と交流し、会話ができて良かったと思う。来年度もやりたい。

○実行委員全員で力を合わせて「私の思い 2025」をより良いものにできたと思う。

○他校の人と一緒に大会を作り上げることが出来て良かったです。活動発表者への謝辞の役割
を通して、人前で考えたことを伝える貴重な経験になりました。市内 6校の繋がりを感じら
れました。

来年度の実行委員の皆さんへ
〇緊張してしまうところもあると思いますが、最後までがんばると「やって良かった」ときっ
と思えるので頑張ってください！

○他校の生徒とも交流ができ、必ず実行委員として活動ができて良かったと思えるはずです。
ぜひ、楽しんで活動してください！

○準備の時間は長いけれど、大会当日、他者の発表のお手伝いをしたり、賞状を渡したりする
仕事があって、どの役もとてもやりがいがあるものだと思います。どの役になっても、ぜひ一
生懸命になって楽しんでください。

○裏の仕事が多いですが、達成感が得られます。

○リハーサル、当日の２日間の繋がりを大切にして、実行委員をして良かったと思える大会を
作り上げてください。楽しく、貴重な経験になると思います。
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第 28 回中学生広場「私の思い 2025」守山大会　アンケート結果
《意見発表について》
○今の純粋な疑問・率直な意見を持ったまま、心の
きれいな大人に成長してくれることを願っていま
す。大人になると子どもの頃に感じていたことを忘
れていってしまうので、忘れないように心に刻んで
生きていってもらいたいです。良い話をきかせてく
れてありがとう。
○自分の思いを言葉にしたり、文章にすることは難
しいことだと大人になった今でも日々感じています
が、皆さんの発表は、どれも素晴らしいものでした。
○中学生ならではの視点でハッとさせられることがた
くさんありました。
○中学生の思いや発想に驚かされました。また、今
日の意見発表に向けて一所懸命、練習してきたの
がすごく伝わりました。
○とても言葉づかいを大切に思われていることがよく
分かりました。お互い思いやりをもって話し合いた
いものです。
○原稿を一切見ず、観客を見て発表していて良かっ
たです。堂々とした姿が印象的でした。
○全ての発表がとても良かったです。一人ひとり自分
の意見や考えを自分の言葉で、なおかつ、皆に分
かりやすく伝える。とても難しいことだと思います
が、堂々と落ち着いて発表されており感動しました。
○ジェスチャーを入れて、その時の様子が想像できる
ようで素晴らしい発表でした。
○多感な中学生の生の声が聞けて良かったです。
○よく考えているなと感心しました。発表してくださっ
た気持ちを大事に、これからも頑張ってください。
○「無駄なこと」や「身近なことにいだく思い」、実体験、
自分の名前など、聞いている側にも自分ごととして
聞くことができ、私たちも学ぶことがありました。
これらの思いがもっと広く伝わりますように。
○入試をゲームにたとえたり、人生をゲームにたとえ
る発想が楽しく素晴らしい。
○自分の将来、目標、体験、身の回りの事、興味な
ど思いを言葉で伝える事は難しい。自分を成長さ
せるためにも多くのことを学び体験してほしい。
○皆さん、自分の考えをしっかり持っておられて頼も
しく思います。
○身近な等身大の思いが私に響きました。
○自分の意見をしっかりまとめて発表されている様子
に感動しました。今後の活躍を期待します。
○皆さん、常々いろいろ考えて人生を送っていること
に感心しました。

○大きな舞台での発表に不安もあったと思いますが、
とても心地よい話の速度で、それぞれの思いが伝
わっていたように思います。
○皆さん、本当に自分のテーマにそって思いや訴え、
また、詳しく調べたり素晴らしかったです。貴重な
体験が今後の糧に絶対になります。“思い”を聞か
せてもらってありがとうございました。
○皆さん（18名の方々）、とても堂々としていて感心
しました。更に向上心を持ち頑張ってください。
○人生の指針になるような話がたくさんあり、日々
の生活に生かしていこうと思った。どの話も興味深
かったです。
○自分の思い、考えを文章にまとめる力、それを大
勢の人の前で発表する力、18名の発表者の方全
員とても素晴らしかったです。
○今の気持ちを長く持ち続け、また、広く拡大してい
けるよう努力を続けてほしいと思います。
○皆さんの考えや気持ちが聞けて良かったです。こ
れからも、いろいろな機会で自分の思いや気持ち
を自分ができる方法で伝えていっていください。
○自分の思いや感じたことが詳しく書かれていて分か
りやすかった。自分の思いをこれからも伝えていっ
てください。
○毎年、楽しみに聞かせていただき、年を重ねてい
る私も多くのことを学ばさせていただいてます。今
年もよい発表ばかりでした。
○これからの農業は、生産コストを下げ、生産性を高
めることが必要かと思います。
○このような大きな会場で自分の思いを堂々と述べ
る中学生の皆さんに圧倒されました。
○発表者の皆さんの声が聞き取りやすくて、とても
良かったです。実体験を詳しく話している発表は、
心に残りやすいと思いました。

《実行委員について》
○入場する前からにこやかな笑顔で迎えて頂いて、と
ても爽やかな気持ちになれました。学年、地域を
超えてのイベントの活動で大変だったと思います
が、素晴らしいイベントにして頂いてありがとうご
ざいました。
○いつも、しっかり役割を分担して進行されていて素
晴らしいと思います。
○部活や勉強等で忙しい中、お疲れさまでした。校
外での活動は貴重な良い経験になったと思います。
○大きな会場でスムーズな進行・運営は大変だった
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と思います。お疲れさまでした。
○勉強や部活に忙しい中、この活動はこれからの人
生に大きな経験となって残ると思います。
○他校との交流になり、互いに協力している様子が
見え素晴らしいことです。
○実行委員長、素晴らしいリーダーシップをとって開
催していただきありがとうございました。高校やそ
の後の社会で生かしてください。
○司会、写真の記録など多くの立場で活躍していて
頼もしいと思いました。
○これを機に、是非これからも地域との関わりを増や
し、広い仲間づくりをしてほしいです。
○何をするにもリーダーが必要です。誰もができる
わけではないし、また大変ですが、実行委員の方は、
これからも皆を引っ張り、まとめて頑張ってくださ
い。
○緊張しながらも役割を果たされていました。
○最近、地域を支え活動しているのは高齢者が多い
ので、今の体験をきっかけに地域でも力を生かして
ほしい。
○企画力、実行力に敬服するのみでした。今後とも
後輩に引き継いで更に発展、充実させてください。
○大人ではなく、中学生のあなたたちが中心となっ
て行うことに、とても意味があると思います。
○それぞれの役割を精一杯果たしている姿は、大変
素晴らしく市内中学生の活気を感じました。
○ホール内での姿が、皆さん正々堂々と大変清々し
く、誇らしげな顔が素敵でした。
○今日の経験は、よい経験になると思います。
○大会を開催することは大変だと思いますが、いろい
ろな人と協働しあう体験ができたと思います。
○守山市内の６中学校の繋がりを、いろんなチャンネ
ルで強化していってください。

《全体について》
○中学生の活動や思いを知るよい機会だと思います。
また、参加したいと思います。
○私の思いを書くに至って、自分を見つめ直したり、
周りの人たちがどんな風に考えているのかについ
て知るよい機会だと思います。皆の視野が広がっ
たら良いと思います。

○初めて参加させていただきましたが、中学生の思
いを聞かせていただき貴重な経験となりました。
○とても勉強になり、新しいことに気がつける機会を
ありがとうございます。いろいろなことを考えさせ
られました。
○すごくいい活動だと思います。ただ、私も初めて
中学生広場というものを知りました。もっと広めて
いけばいいと思います。
○それぞれ個々の想っている様々な意見を発表でき
る素晴らしい大会だと思いました。皆さん、それぞ
れがしっかりと意見を持ち、大変感心しました。
○市内中学生の交流の場として続けてほしいと思い
ます。
○手話の方が一緒に発表の場にいらっしゃることが新
鮮に思いました。
○思いを文字にしてみる、発表する、とてもいい機
会だと思います。中学生の皆さんが今何を思って
いるのか、聞かせてもらえてとても良かったです。
○毎年、中学生の頑張っている姿を見て、77歳のじぃ
じとして自生活の孫への接し方に参考となった。
○将来の子どもたちのために、この良き事を多くの
方で応援したいです。
○もっと盛り上がればいいなと思うし、このような思
いが広く伝わればよいなと思いました。
○発表の場は、とても大切なことと思う。ずっと続く
と良いと思う。
○初めて聴かせてもらいました。中学生の皆さんが
自立・自発的に活動されていることを知り、うれし
いです。
○1年から3年生までどの意見発表も素晴らしく、3
年間の成長が感じられるが時間的に少し長いとも感
じる。
○初めて拝聴しました。中学生の代表の皆さんの各々
のテーマにそった意見や思いを聞けて新鮮な気持
ちを持てた時間でした。もっと多くの方々に、この
場で聞いてほしいと思いました。
○若い力の素晴らしさを感じた。今後の活躍を期待し
ます。
○いろいろな考えを持つ中学生がいる事が分かりまし
た。考えることのできる人が集まる守山の未来は
明るいと思います。
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第 28 回中学生広場「私の思い 2025」守山大会   作文募集要項
１  趣　　旨	 中学生広場「私の思い2025」守山大会は、人格を形成するうえで重要な時期にある中学生が、

日常生活や体験を通して感じていること、考えていること、将来の夢などを広く社会に訴え
ることにより、青少年自身が社会の一員として自覚するとともに、青少年の思いや意見を共
有し、青少年の育成に理解を深め、市民の協力を求める契機とします。

	 また、大きな夢を語ることの少なくなった現代社会において、未来を築く青少年が自らその
役割と責任を自覚し、地域とのふれあいや人間の生き方を見つめるとともに、日常感じてい
ることを主張、発表するための作文を募集します。

２  主　　催	 守山市青少年育成市民会議・近江守山ライオンズクラブ・守山市ＰＴＡ連絡協議会

３  後　　援	 守山市・守山市教育委員会

４  協　　力	 守山市小中学校教育研究会

５  応募資格	 守山市内中学校に在学する中学生
	 各中学校は、各学年より1編の作品を選考し、別紙報告用紙を提出してください。

６  作文内容	 日頃考えていることや感じていることをまとめたもの。
	 ○家庭、学校生活、社会および身の回りや友だちとのかかわりなど
	 ○社会や世界に向けての意見、未来への希望や提言など

７  作文書き方	 (1) 応募作文は、自作、未発表のもの。特別の事情のない限り自筆。
	 (2) 作文は 400字詰め原稿用紙（Ａ４、縦書き）４枚以内
	 　 １行目「題名」２行目「学校名」「学年」３行目「名前（ふりがな）」を明記する。
	 （3）原稿は、ＨＢまたはＢの鉛筆で濃く書くこと。(審査のときにコピーをとります。)

８  作文締切	 (1)意見発表者名簿提出　　令和７年６月13日（金）
	 (2)発表者作文原稿提出　　令和７年６月19日（木）必着厳守

９  作文の送付先	 〒524-8585      守山市吉身二丁目５－22
		  守山市青少年育成市民会議事務局（守山市教育委員会事務局社会教育・文化振興課内）

10  審　査
７月12日（土）「私の思い2025」守山大会において意見発表を行い、青少年育成市民会議から委嘱された
審査員が審査します。審査基準は、別紙のとおりです。

11  表　彰
優秀賞６名（各学校より1名）、優良賞12名を決定します。
なお、本大会は、「私の思い2025」県広場（令和７年８月23日（土）高島市立藤樹の里文化芸術会館開催予
定）に推薦する作品の選考も兼ねているため、優秀賞作品から最優秀賞２点を決定し、本市代表として
推薦します。
入賞者には賞状および記念品を贈ります。

12  その他  
・大会の発表時間は一人５分以内とする（厳守）
・応募作品は、返却しません。また、作品の出版権は主催者に属し、広報および青少年育成啓発資料と

して活用する場合があります。
・中学生広場守山大会の意見作文は、冊子として各関係機関、団体等に配布します。
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